総務委員  各位

行政視察報告書作成にあたり、調査内容・感想等を記入願います。なお、恐縮ですが

１１月１６日（水）までに、事務局（石橋）へ提出してください。

　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　 氏　　名　（　　石井みちはる　　）

	視   察   先
	兵庫県　三木市　　　　　

	研修テーマ（調査項目）
	縁結び課の取組について

	1 取り組みの経緯・内容
・兵庫県内で、男女とも若年層の未婚率が平均よりかなり下回っていたけれど、1990年から25年間で、30～34歳の年齢層で男性が約2倍、女性が4倍に増加した。

・平成13年、まちおこしてきにハート実行委員会、20年に出会いサポートセンター、26年に縁結び課創設。地方創生業務に採択されている。

・大きな特徴として、第2の親的存在と言えるサポーター制度（世話好きおばちゃんと言っていた）

・単なるマッチングシステムではなく、結婚につなげるまでの相談役、指南役といったところか。

・サポーターが、やりがいを感じている（成婚のときなど）離婚ゼロと言っていたけれど？

・一人のサポーターが約15名を受け持つ。他のサポーターと情報交換する事で話が進むケースもあり、サポーターのうち16名が10年以上サポーターを続けている。
・自治体として行う事による安心感（単なるマッチングアプリ等と違う）

・未婚者は登録制、男女各100名。2年間の登録。

・登録者は最初に市と面談してサポーターにつなげる。冷やかし半分かどうか見極める
他に、お見合いパーティ（みき出会い）や新築住宅支援など
2 今後の課題

・当然ながらすべて成功とならない。
・経済的事由で結婚したくても出来ない社会を変えていくほうが近道。
3 本市に反映できると思われる点

・専門的な職員がいないと難しいだろう。サポーターも含めて。
④その他（感想、意見）




総務委員  各位

行政視察報告書作成にあたり、調査内容・感想等を記入願います。なお、恐縮ですが

１１月１６日（水）までに、事務局（石橋）へ提出してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    氏　　名　（　石井みちはる　　）

	視   察   先
	大阪府　和泉市　　　　　

	研修テーマ（調査項目）
	新庁舎の建設について

	1 取り組みの経緯・内容
・人口184000人、現在地の建て替えを選択し今年11月に全て完成。
・敷地内に6棟があり、耐震基準を満たしていない建物が大半である。

・年間7000万円の負担となる借地料も問題であった。

・Ｈ24年、現地建て替えで検討が始まり、25年建て替えから耐震改修で再検討。26年に耐震費用21億の試算が示されて、27年に建て替えの上、現在地と中央と2か所で検討。同年、現在地に決定。

・一方で、議員発議による住民投票条例が制定され、27年に投票を実施。わずかではあるが中央が多数。しかし、投票率48％、条例には3分の2超える規定があったため、投票結果は活かされず、現在地の建て替えを基本方針に。

・基本設計の業務委託に対して、提案額が安い、履行期間が短いなどという理由で2事業者が参加を辞退し中止に追い込まれた（平成30年）条件の見直しを行い再公募、これが足元を見られているとの批判を招く原因に。
・新庁舎整備設計、施工を一括にした公募型プロポーザルに１つの共同企業体が決定（平成31年）ところが、契約の過程で有効な提案書の提出に至らなかった事があきらかになり（失格、無効）技術提案書の仕様変更が行われた。基本設計に続き、2度つまづいたことから議会も紛糾。1票差で契約議案は賛成多数。

・市民参画は投票の他、市民ワークショップを全6回開催。21校区代表+渉外団体、公募市民など40名で組織。
・投票結果がなぜ覆ったのか？市の北部と南部との勢力争い的な構図があったのか。
②今後の課題

2 本市に反映できると思われる点

・場所の比較は、現在地より新たな場所の方が高くなるという説明は出来なかったと。
・反映というよりも、教訓として学ぶことの方が多いと考える。特に、投票条例の3分の2規程と仕様書の業者言いなり的な見直し。
・市民説明会で、仕様書の部分の説明は尽くされていたのか。単に、場所と費用の比較だけで問われているのではないか。
・現在地での建て替えは、多棟があったからこそ可能だったのではないか。本市は借地はないとしつつも、現在地での建て替えを選択した場合、この手法が活かされるとは考え難い。
④その他（感想、意見）




